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CEFRの構造 と記述文 とOUSカリキ ュラム
はじめに
2001年に広 く一般 に公表 され たCEFR
(Common European Framework of Reference)
は、それ以降、カリキュラム開発、教材作成、評価等
で活用 され る世界的 な共通参照枠 (common
framework of reference)となっている。日本でも
国際交流基金が」Fスタンダー ドとの名称でCEFR
に準じた共通参照枠を提示し、それを活用したカリキュ
ラム開発や教材作成等の活動の普及に努めている。大
阪大学国際教育交流センターにおける新たなカリキュ
ラム (以降、OUSカリキュラムと呼ぶ)の開発にお
いてもCEFRを参照した。そのような経験を踏まえ
て、カリキュラム開発に当たってのCEFRの活用法
というテーマを念頭に置きながら、CEFRの構造と
記述文の特徴について議論し、それと対比する形で
OUSカリキュラムの特徴を記述する。
西日 光一*
CEFRの構造
1-1 全体的な尺度 (Global Scale)
CEFRでは、まず始めに、共通参照レベルとして、
第二言語能力発達の階梯を6レベルに分けている。
それぞれのレベルは70年代以来ヨーロッパ評議会
(Counc■of Europe)で、あるいは関係の研究者に
より、研究 され公表 されてきたスレショニル ド
(Threshold)やウェイステージ (Waystage)やブ
レークスルー (Breakthrough)などの段階に対応し
ている。CEFRでは、それらの能カレベルを大きく
AからCの3段階に分け、各々の段階を基礎的な言語
使 用者 (Basic User)、 自立 した言語使用者
(Independent User)、 熟 達 した言 語使 用 者
(Pro■cient User)呼び、さらに各々を 1と2に二
分害Jして6レベルとしている (図1)。
要 旨
本稿では、まず、CEFRの共通参照レベルと全体的な尺度を提示し、一方で、25の言語活
動からなるCEFRの能力記述の構造を明らかにした。次に、CEFRを参考にしたカリキュラ
ム開発の事例として大阪大学国際教育交流センターにおける新たなカリキュラム開発の試みを紹
介した。そこでは、レベルの照合と調整を行つた後に、基礎日本語課程と専門の勉学・研究活動
のための日本語コースの目標記述がどのように行われたかを記述した。最後に、第二言語教育に
ついての新たな試みを行う際にCEFR関係の資料は有用な資料になることを指摘した。
【キーワード】CEFR、OUSカリキュラム、カリキュラム開発、基礎日本語、専門日本語
*大阪大学国際教育交流センター教授
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図1 共通参照レベル
そして、各々のレベルについて全体的尺度 (Global
Scale)の記述文を提示している。全体的な記述につ
いては、後でも言及するので、巻末に資料 1として
英文版と日本語訳を提示した。
1-2 3領域と6つのモー ドと25の活動
次にCEFRでは、コミュニケーション言語活動
(communicat市e language act市ities)を、産出
(product市e activities)、受容 (recept市e activities)、
やり取り (interact市e act市ities)の3領域に分け、
各々で口頭言語活動と書記言語活動に分けて、6つの
モー ドを設定している。端的に言うと、従来は、話す、
聞く、読む、書くという4つの技能領域を設定する
ことが通常であったのに対し、それに2種類のやり
取りを加えて6つのモー ドとしたわけである。そし
て、その6つのモー ドの下に25の活動を設定してい
る。それらは巻末に資料4として提示した。CEFR
では、 活動 の他 にそれ ぞれ のモー ドで方 略
(strategies)を提示しているが、方略はカリキュラ
ムを記述するにあたっては重要性がそれほど高くない
ので、本稿の議論では割愛した。
そして、CEFRでは、25種類の各々の活動と6
つの全般的な能力について、先のAlからC2までの
6レベルに分けて能力を記述しているのである。その
表は31あり、CEFRの英文冊子で58ページから
84ページの約30ページにわたつて掲載されている。
2 CEFRを参考に した基礎 日本語のカ リ
キュラムの開発
2-1 レベルの照合と調整
カリキュラムの開発にあたつては、まず′台めに、当
該の教育機関におけるレベル設定とCEFRの全体的
尺度との照合を行い、必要な場合は調整を行わなけれ
ばならない。これまで本センターでは100レベルか
ら600レベルの6レベルを設定してカリキュラムを
記述し、教育を運営してきた。その6レベルを全体
的尺度と照合したところ、CEFRのAlとA2と本
センターの100レベルと200レベルの部分はうまく
対応 しなかった。しかしながら、個別の言語活動を見
るとしばしばA2レベルはA2.1とA2.2の2段階に
分けて記述されていた。それらを参照すると、100レ
ベルはA2.1までに、そして200レベルはA2.2に、
各々概ね対応することがわかった。300レベルはBl
と概ね対応し、それ以上のレベルは比較的すっきりと
対応していると判断できた。このような作業の結果、
今後は本センターの100レベルから600レベルの教
育プログラムは資料 1のようにCEFRに対応する
ものとして設定し、教育を運営することとした。
2-2 0USカリキュラムの基礎日本語課程
CEFRでリストされている言語活動はいずれも実
用的な言語活動である。それゆえに、一部はAレベル
では晴亥当する記述文なし(No descriptor available)」
つまりそのような言語活動をする能力はまだないとなつ
ている。具体的には、S2とW2とL2である。
一方、高等教育の一環として行われる大学における
日本語教育は、全般的に言つて、学生たちが節度のあ
る教養ある日本語使用者として日本語に熟達していく
?
????
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ことを目ざして行うのが適当であろう。それは日常生
活上の必要を満たすためのものではないし、乱暴な話
し方で取り留めのないおしゃべりができるようになる
ためのものでもないし、趣味として日本語を学習する
機会を提供するわけでもない。大学における日本語教
育はいずれの学習段階においても節度のある教養ある
個人として実質のある言語活動に従事できる堅実な日
本語力を養成しなければならないし、そのような中で、
基礎段階の教育は後の言語発達の基盤となるしつかり
とした日本語力の基礎を養成しなければならない。そ
のような観点からは、L3、L4、12、16は日常生活の
実際的な運営に関連した言語活動であるので、教育の
優先事項とはならない。
残りの大部分ではAレベルの記述は条件付きのもの
あるいはひじょうに限定された内容となっている。例
えば、「母語話者の話すことを理解する」(11)の
A2.2は、以下のような記述になつている。下線部が
条件である。
「母語話者の話すことを理解する」のA2.2
あまり苦労せずに簡単な日常のやり取りを何とか
できる程度の理解はできる。時々繰り返しや言い換
えを求めることが許されるのであれば、自分に向け
られた身近な事柄について、明瞭で標準的な話し方
で話されれば、概要が理解できる。
また、読むことに関しては全般的に、例えば「情報や
論点を読み取る」(R3)のA2のように、非常に限定
的な内容になっている。
情報や論点を読み取るのA2
手紙やパンフレットや出来事を記述した短い新聞
記事などたまたま出くわしたやさしく書かれたもの
において、いくつかの情報を見つけることができる。
このような条件付きの記述や限定的な記述を提示して
いるのは、CEFRが評価のための基準も提供しよう
としているからだと推察される。別の観点から言うと、
それらは「もしそのような課題をさせたら、そのよう
な条件付きで、その程度できる」というように派生的
な能力として記述されているとも見ることができる。
そこでこれらも除いて、実質のある内容で記述されて
いる言語活動に限定すると、Sl(長く一人で話す)
とWl(作文を書く)と17(情報交換)が残る。 さ
らに精査すると、17は、SlやWlで記述されている
内容をいろいろな形でやり取りするだけの内容となっ
ており、それはSlの目標に付随する内容として達成
できると判断できた。そこで、17は取 り立てた日標
とはせずに、その趣旨をSlの目標記述に続いて「上
のような事柄や話題について質疑応答ややり取りがで
きる。」という文言で書き加えることとした。
以上のような検討の結果、新カリキュラムでの基礎
日本語課程の100レベルと200レベルの能力的な目
標を以下のように定めた。
基礎日本語課程の目標
100レベル (CEFRのA2.1)
家族、住まい、学歴、現在及び最近の仕事につい
て話すことができる。人、場所、持ち物を簡単な語
で言うことができる。自分自身のこと、何をしてい
るか、どこに住んでいるかを言うことができる。ま
た、上のような事柄や話題について質疑応答ややり
取りができる。
家族、住まい、学歴、現在及び最近の仕事につい
て簡単な句や文を並べるような形で書くことができ
る。人について簡単な想像を含む履歴的な話や詩的
な話を短く書くことができる。人について簡単な想
像を含む履歴的な話や詩的な話を短く書くことがで
きる。
200レベル (CEFRのA2,2)
事柄を列挙する形で、話をしたり、叙述したりす
ることができる。自分の身辺の日常的な側面、例え
ば人、場所、仕事や勉学の経験などについて話すこ
とができる。出来事やしたことや経験について基本
的なことを短く話すことができる。計画や予定、習
慣と日常生活、過去にしたことや経験について話す
ことができる。簡単な表現を用いて、事物や持ち物
について少し話したり比較したりできる。何が好き
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で何が好きでないかを言うことができる。また、上
のような事柄や話題について質疑応答ややり取りが
できる。
自分の身辺の日常的な側面、例えば人、場所、仕
事や勉学の経験などについて、文を連ねるような形
で書くことができる。出来事やしたことや経験につ
いて基本的なことをごく短く書くことができる。
上の議論から推測されるように、日常生活の実際的な
運営に関連した言語活動以外のその他の言語活動につ
いても、直接的な教育目標としては設定されないだけ
で、派生的に各段階相応の能力が習得されることが期
待されている。
そして、上記の日標に対応するカリキュラムとして、
資料2と資料3に示すような具体的な教育課程とそ
れを実施する際のリソースとなる教材を作成し、教育
を実施している。
3 専門の勉学 口研究活動のための日本語コース
3-1アカデミック ロオーラルコミュニケーションと
アカデミック ロライテイング
OUSのカリキュラム開発では、CEFRのB2か
らClの水準で、専門の勉学 。研究活動に必要な日本
語力を養成することに特化したコースを設定し、カリ
キュラムとコースウエアを開発することとした。当面
は、三牧 (2010)や村岡 (2010)で報告されている
ように、アカデミック・オーラルコミュニケーション
とアカデミック・ライティングという2つのコース
について、教育内容を研究し、その成果を踏まえた上
で具体的な教育の内容と方法について提案をしている。
3-2 アカデミック・オーラルコミュニケーション
アカデミック 。オーラルコミュニケーションでは、
CEFRで挙げられている2つの言語活動に主要な
焦点を置いている。12の「会話」と、14の「フォー
マルなディスカッションや会議」である。しかしなが
ら、OUSカリキュラムでは、cEFRの記述そのま
まではなく、大学生や大学院生にふさわしい形に各々
の記述を修正して目標を記述した。以下にOUSカリ
キュラムのアカデミック・オーラルコミュニケーショ
ンの目標を日本語で示し、参照にしたCEFRの記述
を英文で示す。
アカデミック・オーラルコミユニケーションの目標
400レベル
相手との関係や場面、会話の内容に応じたスタイ
ルの使い分けを意識して会話することができる。会
話内容の軽重などの会話の状況に応じて、ステップ
を踏んで会話を展開することができる。聞き手行動
としてのあいづちや反応を意識して話すことができ
る。
発表後の質疑応答や指導教員との個別相談場面な
ど研究の各段階において、相手の意見を正確に理解
した上で、自身の意見を表明しつつディスカッショ
ンし、研究の方向性を調整することができる。論理
性を重視しつつ議論を展開することができる。ター
ンテイキングをスムーズに行い、ディスカッション
に参加することができる。
Can engage in extended conversation on
most general topics in a clearly particゎatOry
fashion, even in a noisy environment, Can
sustain relationships with native speakers
without  unintentionally  amusing  or
irrttating thenl or requiring then■to behave
other than they would with a native speaker.
Can convey degrees of emotion and highlight
the personal significance 6f events and expe‐
riences.
Can keep up with an animated discussion,
identifying accurately arguments supporting
and opposing points of view.Can express
his/her ideas and opinions with precisiOn,
present and respond to complex lines of
argument con宙ncingly.
500レベル
相手との関係や場面、会話の内容に応 じた適切な
スタイルを使い分けて会話することができる。会話
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内容の軽重などの会話の状況に応じて、前置きや予
告を挿入したりしながら会話を展開することができ
る。聞き手行動としてのあいづちや反応を意識し、
協働的に会話することができる。
発表後の質疑応答や指導教員との個別相談場面な
ど研究の各段階において、双方が意見を十分に表明
しつつディスカッションし、研究の方向性を調整す
ることができる。適切な論拠を示しながら、論理的
に議論を展開することができる。多人数でのディス
カッションでは、ターンをスムーズにとった上で、
論′点を要領よくまとめて発言することができる。
Can use language flexibly and effectively
for social purposes, including emotional,
allusive and jOking usage.
Can easily keep up with the debate,even
on abstract,complex unfalniliar topics.Can
argue a formal position con宙ncingly,
responding to questions and colnlnents and
answering complex lines of counter argument
fluently,spontaneously and appropriately.
アカデミック。オーラルコミュニケーションでは、
この他に、「一人で長く話す :経験談」(Sl)と「情
報交換」(17)でも補足的な目標を設定している。こ
れらについては、OUSカリキュラムの目標のみ日本
語で記述する。
アカデミック ロオーラルコミュニケーションの補足
的目標
400レベル
自分のアカデミックな活動の場である大学研究室
を話題に、メンバー構成や空間構成、研究室のルー ル
などを、ディスコースマーカーを用いて構成を明示
しつつ、具体的にわかりやすく述べることができる。
研究の計画や遂行に関して、問題の背景や情報を
伝えた上で、必要とする情報やアドバイスを、適切
な相手から得ることができる。
500 レ″ベリレ
自分のアカデミックな活動の場である大学研究室
を話題に、メンバー構成や空間構成、研究室のルー ル
などを、ディスコースマーカーを適切に用いて構成
を明示しつつ、具体的に詳細に述べることができる。
研究の計画や遂行に関して、問題の背景や情報を
伝えた上で、必要とする情報やアドバイスを、適切
な相手から得ることができる。
3-3 アカデミック・ライティング
アカデミック・ライティングは、CEFRで挙げら
れている、「作文や文章を書く」(Wl)と「レポー ト
やエッセイや記事を書く」(W2)の2つの言語活動
に関連する。アカデミック・オーラルコミュニケーショ
ンの場合と同様に、OUSカリキュラムの目標を日本
語で、参照にしたCEFRの記述を英文で示す。
アカデミックロライティングの目標
400レベル
実際の出来事や経験について、書き手自身の意見
を明確に入れながら、わかりやすく結束性のある文
章が作成できる。また、適切なジャンルを選択 し、
その方法に従つて詳細な記述が行える。書き手が高
い関心を寄せる複数の トピックについて、明瞭で詳
細に記述できる。小説や映画、 ドラマや演劇などの
短いレビューが書ける。
事実と意見をそれぞれ明示する表現が峻別でき、
自分の専門分野のテーマや社会問題等における比較
的複雑な トピックについて、辞書を活用しながら、
書記言語に適した表現を用いて、短い報告文を作成
することができる。また、種々の情報源から適切に
情報を取 り込みながら、賛否を明確に示してその根
拠を提示するタイプの簡潔な小論文を作成すること
ができる。
Can write clear, detailed descriptions of
real or imaginary events and experiences,
marking the relationship between ideas in
clear connected text, and following estab‐
lished cOnventions of the genre concerned.
Can write an essay or report which
develops an argument systelnatically with
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appropriate highlighting of signiicant points
and relevant supporting detail.Can evaluate
different ideas or s01utions to a problem.
500レベル
ー定のテーマにより、比較的自由な構成で、明瞭
かつ具体的に、また適切な段落分けによつて展開さ
れた記述ができ、書き手のオリジナリティーのある
自然なスタイルを構築した上で、さまざまな議論や
自己表現を含む文章が作成できる。また、他者の意
見や考え方についてもクリティカルにコメントした
文章が作成できる。
自身の専門分野のテーマや社会問題等における比
較的複雑な トピックについて、適切な段落構成、適
切な長さの文により、首尾一貫した論述が行える。
文章中の中心文と支持文が明確で、必要に応 じて引
用を行いながら事例を提示しつつ、主張に対して適
切な内容で適切な分量の根拠や理由を示すことがで
きる。また、学術雑誌等の執筆要領の意義が理解で
き、正確にそれを遵守できる。
Can write clear, detailed, well‐structured
and developed descriptions and imaginative
texts in an assured, personal,natural style
appropriate to the reader in mind.
Can write clear, well‐st uctured exposi‐
tions of complex subjects, underlining the
relevant salient issues.Can expand and
support points of view at some length with
subsidiary points, reasons and relevant
examples.
4 結び
CEFRの主要資料であるCEFR(2001)は約
250ページに及ぶ冊子になつており、そこでは、カリ
キュラム開発、教材作成、授業の設計、評価などに関
わるさまざまな情報が提示されている。本稿では、主
に第3章(共通参照レベル)と第4章(言語使用と
言語使用者/学習者)を参照にした一つのカリキュラ
ム開発の試みについて、目標記述の作成のプロセスを
中心として報告した。
CEFRの資料としてはCEFR(2001)と並んで
ウェブで入手可能な「A Guide for Users」があり、
その他にウェブで入手可能な資料から出版物まで実に
大量の資料がある。CEFRが世界的な共通参照枠と
して普及した現在では、教育実践者は、新たな試みを
する場合に、それら利用可能な資料に要領よくアクセ
スして、有効に活用することが期待されていると言え
よう。
付記
本研究は平成23年度科学研究費補助金基盤研究(B)
「留学生大量受け入れ時代に向けた大学における新たな
日本語教育スタンダー ドの構築」(課題番号21320093
研究代表者西日光一)の助成を受けて行った。
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資料1:CEFRの全体的尺度とOUSカリキュラムの各レベル
OUS
C2
Can understand with ease virtua‖y evenバhing heard or read.Can sumrnarise information from difFerent spoken
and written sources,reconstructing arguments and accounts in a coherent presentation.Can express him/herself
spontaneous!y, very luently and precise!y, difFerentiating finer shades of meaning even in more complex
situations
Cl
Can understand a wide range of demanding,!onger texts,and recognise implicit meaning Can express him/heト
se!ff!uently and spOntaneous:y without much obvious searching for expressiOns.Can use!anguage lexibiy and
effectively for socia!,academic and professional purposes. Can produce cleari we‖‐structured,detalled text on
complex subiects,ShOWing cOntro‖ed use of organisational patterns,connectors and cohesive devices.
500
B2
Can understand the main ideas of comp!ex text on both concrete and abstracttopics,including technical discus‐
slons in hisノher field of specia‖sation.Can interact with a degree of luency and spontaneity that makes regular
interaction with native speakers quite possib!e without strain for either party.Can produce clear,detal!ed text on
a wide range of suttects and explain a viewpoint on a topicalissue giving the advantages and disadvantages of
various options
400
Bl
Can understand the rnain points of ciear standard input on faminar matters regularly encountered in work,schOol,
leisure,etc,Can deal vvith rnost situations‖keiy t  arise whilst trave‖ing in n area where the!anguage is spoken.
Can produce simple connected text on topics which are familiar or of personalinterest.Can describe experiences
and events,dreams,hopes and ambitions and briely give reasons and explanations for opinions and plans.
300
A2
Can understand sentences and frequently used express10ns related to areas of rnost immediate relevance(e.9.
Very,asic personal and fam‖y informa‖on,shopping,local geography,employment).Can COmmunicate in simple
and routine tasks requiring a simp!e and direct exchange of information on faminar and rOutine matters. Can
describe in simple terms aspects of his/her background, immediate environment and matters in areas of
irnrnediate need
200
100
Al
Can understand and use familiar everyday expresslons and very basic phrases aimed atthe satisfaction of needs
of a concrete type. Can introduce him/herself and others and can ask and answer questions about personal
detai:s such as where heノshe liv s, people heノshe knows and things he/she has.Can interact in a simple way
provided the other person talks slowly and clearly and is prepared to he!p.
OUS
C2
聞いたり、読んだりしたほぼすべてのものを容易に理解することができる。いろいろな話し言葉や書き言葉から
得た情報をまとめ、根拠も論点も一貫した方法で再構成できる。自然に、流暢かつ正確に自己表現ができ、非常
に複雑な状況ででも、細かい意味の違い、区別を表現できる。
Cl
いろいろな種類の高度な内容のかなり長いテクストを理解することができ、含意を把握できる。言葉を探してい
るという印象を与えずに、流暢に、また自然に自己表現ができる。社会的、学問的、職業上の目的に応じた、柔
軟な、 しかも効果的な言葉遣いができる。複雑な話題について明確で、 しっかりとした構成の、詳細なテクスト
を作ることが「できる。その際テクストを構成する軸や接続表現の用法をマスターしていることがうかがえる。
500
B2
自分の専門分野の技術的な議論も含めて、抽象的かつ具体的な話題の複雑なテクストの主要な内容を理解できる。
お互いに緊張しないで母語話者とやり取りができるくらい流暢かつしぜんである。かなり広範な範囲の話題につ
いて、明確で詳細なテクストを作ることができ、さまざまな選択しについて長所や短所を示しながら自己の視点
を説明できる。
400
Bl
仕事、学校、娯楽で普段出会うような身近な話題について、標準的な話し方であれば主要点を理解できる。その
言葉が話されている地域を旅行しているときに起こりそうな、たいていの事態に対処することができる。身近で
個人的にも関心のある話題について、単純な方法で結びつけられた、脈絡のあるテクストを作ることができる。
経験、出来事、夢、希望、野心を説明し、意見や計画の理由、説明を短く述べることができる。
300
A2
個人の存在や生活で最も身近で関連のある領域 (ごく基本的な個人的情報や家族情報、買い物、近所の様子、仕
事のことなど)に関連してよく使われる文や表現が理解できる。身近で日常的な事柄についての簡単で直接的な
情報交換が期待される、簡単で日常的に繰り返し行われるコミュニケーションに従事することができる。自分の
背景や身の回りの状況や様子や身近で起こっている事柄などの一部を簡単な言葉で説明できる。
200
100
Al
非常に具体的で端的なコミュニケーション・ニーズを満たすためによく使われる日常的表現や基本的な言い回し
(「いいですか」「いいです」「おいしいです」「行きましょう」「～します」「「むずかしいです」「できません」な
どや挨拶表現など)を理解し、用いることができる。自分や他の人を紹介することができ、どこに住んでいるか、
誰と知り合いか、何を持っているかなどの個人的な情報について、質問をしたり、答えたりできる。相手がゆっ
くりはっきり話してくれて、いつでも助け船を出してくれるなら、簡単なやり取りをすることができる。
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資料 2:100レベルの教育内容の概要
注1 文型・文法事項の中で△のみは教材のSection lのマスターテクストに含まれていない。
注2 ◇は活用形、※は留意点を示す。
テーマ テーマに関する各種の語彙・表現 文型・文法事項 その他の文法事項と留意点
自己紹介 身分、所属、国、数字(100
まで)、 など
～は、～です 。質疑応答で「学生ですか」「何年
生ですか」「学部は?」「どこから
来ましたか」「何さいですか」。
※「～から来ました」のみ動詞表現。
?
?
?
?
??
?
?
? 日
本
語
の
音
声
家族の紹介 家族、仕事、各種の学校、
外国語、など
～は、～です
親族呼称
人の数え方
質疑応答で「何人ですか」「何を
していますか」「兄弟はいますか」。
好きな物・好
きなこと
食べ物、飲み物、スポー
ツ、音楽、動詞(食べる、
飲む、など)、余暇の活動、
頻度、など
・～は、～が好きです/(あまり)好
きではありません
。～ます (嗜好や趣味に関わる動詞
表現のみ)
助詞 (も、や)
助詞的表現 (といつしよに)
質疑応答で「何を」「どんな～」
「どうですか」「何が」「いつ」。
わたしの一日 日常生活の活動、さまざ
まな場所 。活動、交通手
段、一日の時間帯、食事、
など
～ます (動詞文)① 各種の格助詞 (を、に、で、から、
まで)
助言司 (か)
質疑応答で「何時に」「なにで」
「どこで」「どのくらい」。
?
?
?
?
5
0
字
金曜日の夜 曜日、月、日、期間、先
～ 。今～・来～、食事関
係、食べ物、飲み物、各
種レス トラン、同伴者、
など
・～ます (動詞文)②
・形容詞① (「～い」「～な」の形と
現在と過去のみ)
。質疑応答で「だれといつしょに」
「ほかにイ可を」。
※動詞文 (～ます)と名詞文 (～で
す)の現在・過去・肯定 。否定の
形を確認する。
※「あります」「います」はここで
は主要な学習事項とはしない。
外出 各種の外出、買い物、位
置詞(「中」「前」「奥」な
ど)、 など
～があります、～がいます
～がありました、～がいました
形容詞② (現在・過去・肯定。否
定・接続の形)
格助詞 (をく離脱〉)
「～ (し)に行きます」 (目的を
もつた移動)
質疑応答で「どうでしたか」。
誘う・すすめ
る。申し出る
「～ます」の各種の形を使つた表
現
～ますか (すすめる)、 ～ません
か (誘う)、 ～ましょうか (軽く
誘う)、 ～ましょう (積極的に誘
う)、 ～ましょうか (申し出る)
～より～の方が,・ (比較)
「どうして」と「なぜ」
「聞こます」と「見えます」
「～から」、「ここ」 (手旨示言司)
「ぃ9」
「～し」
わたしの家族 何をしているか、容姿や
性格、能力や特技、など
・ています―動詞 (「会社を経営して
います」など)
・形容詞③ (容姿や性格)
△～ています (動作の進行 。継続、A
dditional Practice(1))
◇て一形 (Additional Practice(1)
の動詞のみ。「会社を経営していま
す」などの表現は、ています―動詞
として教える。)
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
わたしのした
いこと
季節、気候、楽 しみ、～
休み 。お正月・クリスマ
スなど、 日本のポップカ
ルチャー (マンガ、アニ
メ、相撲、カラオケなど)、
など
・～たことがあります/～たことが
ありません
・～たいです/～たいと思つていま
す
◇た一形 (本ユニットで学習する動
詞のみ)
10 きまり 服装についての説明・指
示・注意などに関わる動
詞、連絡・コミュニケー
ションについての指示・
注意などに関わる動詞、
など
・～てください
・～てもいいです/～てはいけませ
ん
△～てください (さまざまな指示と
依頼、Additional Practice(2))
◇て―形
いそがしい毎
日とたいへん
な仕事
日常の仕事や用事、先生
の仕事、など
・～なければなりません
△ ～ な い で くだ さい (禁止 、
Additional Practice(3))
◇ない―形
気をつけるこ
と
冬のこと、台風のこと、
気象のことなど
・～たほうがいいです/～たほうが
いいと思います
・～たり～たりします
◇た―形
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資料3:200レベルの教育内容の概要
注 ◇は活用形を示す。
テーマ テーマに関する各種の語彙・表現 文法的な側面 その他の文法事項と留意点
毎日の生活 生活活動に関する語彙
表現
～たら
～てから
～とき
～ながら
◇て―形
◇た―形
◇ます―形
・～だけ
?
?
?
?
1
7
0
字
累
計
3
0
0
字
わたしの楽しみ プライベートな時間の過ご
し方に関する語彙・表現
～ (する)こと/～ (する)の ◇辞書形
,それで
わたしの将来 将来に関する語彙・表現 ～つもりです
～と思います
～だろうと思います/～んじゃな
いかと思います/～かもしれませ
ん/～かどうか (まだ)わかりま
せん/～か～か、(まだ)わかりま
せん
◇辞書形 (普通形)
◇ない一形 (普通形)
・～がほしいです
・～までに
・～でもいいです
・～たら
・～ている間 (に)
・～後
・まだ～ていません
・～ (し)なくてもいいです
・～ (し)ないで、～
能力と特技 能力と特技に関する語彙・
表現
・可能表現 形容詞+と思います
～方
～ (る)前
～ので
～するようになりました
だから/ですから
何でも
自分で
プレゼント プレゼントになる物の語彙。
表現
・授受表現
あげる、もらう、くれる
・どれも
支援、援助、
親切
さまざまな親切に関する語
彙・表現
・動詞+授受の表現①
～てもらう、～てくれる
～ (する)ために
伝聞 さまざまな親切に関する語
彙 。表現
動詞十授受の表現②
～てあげる
～そうです (伝聞)
～そうです (様態)
～で (原因 。理由)
「…」と言いました
～てみる
～という□
わたしが受けた
褒め、叱り、依
頼
ほめられる。しかられる内
容に関する語彙、頼まれる。
誘われることに関する語彙 。
表現
・受身表現① (他者からの褒めや叱
りや言語的な働きかけなどを受け
る)
・～ように言われました
～ばかり
強要と許容 親が子どもに強要・許容す
ることに関する語彙・表現
使役表現
～ (さ)せようとしました
～ (さ)せてくれませんでした
～てほしい
・何も
わたしが受けた
強要と許容
子どもが親に強要されるこ
とに関する語彙・表現
・使役受身表現
・～なりました (状態 。能力・習慣
の変化)
～のおかげで
ひどい経験 ひどい経験に関する語彙・
表現
受身表現② (他者からの物理的な
行為を受ける
～ (する)と① (時)
～てしまう
～ようです
～ (する)ことになりました
すると
そこ
国の地理と気候
と言語的状況
地理・気候・言語的状況に
関する語彙・表現
・受身表現③ (物が主語の受身)
・～ (する)と② (条件)
～が (～で)一番～
～ても
～しか (…ません)
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資料4:CEFRの6つ 領域と25の言語活動       R2必要な情報を探し出す
□ 産出活動                        reading for orientation
S話すこと全般                   R3情報や論点を読み取る
overall oral productiOn                            reading for information and argument
Sl 長く一人で話す :経験談             R4使用法の説明などを読む
sustained lnonologuei describing                 reading instructions
experiences                  □ やり取り
S2 長く一人で話す :議論を展開する         I 口頭でのやり取り全般
sustained llnonologue:putting a case            overall spoken interaction
(e.g.in a debate)               11 母語話者の話すことを理解する
S3 公共的なアナウンスをする              understanding a native speaker
public announcement                         interlocutor
S4 大勢の人の前で話す               12 会話
addressing audiences                          conversation
W書くこと全般                     13 (友人との)インフォーマルなディスカッション
overall written production                   informal discussion(with friends)
Wl作文や文章を書く               ヽ 14 フォーマルなディスカッションや会議
creative writing                             fOrmal discussion and l■eetings
W2エッセイやレポー トや記事を書く         15 共同作業中にやり取 りをする
reports and essays                                goal‐oriented co―operation
□ 受容,舌動                        (e.g.repairing a car,discussing a
L聞くこと全般                      document,origanising an eventh
overall listening comprehension         16 店や窓口でや り取りをする
Ll 母語話者同士の会話を聞く              transactions to obtain goods and ser宙ces
understanding conversation between      17 情報交換
native speakers                             information exchange
L2講演やプレゼンテーションを聞く         18 インタビューをするノ受ける
listening as a lnember of a live audience          interviewing and being interviewed
L3 アナウンスや指示を聞く            WI文書でのやり取り全般
listening announcements and                 overall written interaction
instructions                  W11手紙やメールのやり取 りをする
L4音声メディアを聞く                 correspondence
listening to audio media and recordings    W12メモやメッセージや用紙記入
L5 テレビや映画を見る                 notes,messages&forms
watching TV and filln
R読むこと全般                  ※S、 W、 や、Sl、Wl、Llなどの記号は筆者が付けた
もの。overall reading collnprehension
※L5の「テレビや映画を見る」は、CEFRでは聞くRl 手紙やメールを読む ことと読むことが複合した活動とされているが、ここ
reading correspondence             では聞くことの中に入れた。
―-72-
